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はじめに
１. 日本の国境・境界地域研究理論とは











(１) 本論は, 拙稿 ｢領土問題の再構成｣ (木宮正史編 『朝鮮半島と東アジア』








































 !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!) を参照されたい｡
(３) 海上保安庁編 『海上保安レポート"』 (日経印刷, "年), 頁｡
(４) 防衛省編 『平成年版 日本の防衛―防衛白書―』 (日経印刷, "年),
#頁｡





(６) 詳細は, 例えば, 佐藤由紀 ｢島嶼と境界｣ (岩下明裕編 『日本の ｢国境




境界地域理論を用いつつ, 前近代から現代 (年代頃) までの日本の
国境の変遷をもとに明らかにしたい｡ 具体的には, まず改変した日本の
国境・境界地域研究理論を紹介する｡ 次に, 大きく前近代と近代以降に





の領土 (国境) の変遷を国土政策の観点も踏まえながら説明する｡ 具体
的には, 江戸時代末期の年の日露通好条約締結以後, 明治政府によ


































Ｏ・マルチネスによる四段階 (疎外, 共存, 相互依存, 統合) のモデル













































境地域は年代から年までは ｢疎外｣ の段階にあったが, か















































境地域も存在した｡ したがって, 本論では以下, 日本の政治的境界ある
いは国境の変遷を概観することにより, その動きも考察したい｡
２. 日本の国境 (政治的境界) の変遷
(１) 古代
古代日本においては, ローマ帝国の場合と同様に, 明確に国境を想定
した概念は生まれなかった｡ この理由は, 日本の政治思想が中国の ｢華
夷思想｣, すなわち, 中国を天下の中心や文明の源として捉えた民族中
日本の国境の変遷に関する一考察 (古川)()






律令制の確立により, 境界の概念は明確さを増し, ｢化内｣ と ｢化外｣
の区分と ｢辺｣ という概念が出現した｡ ここでいう ｢化内｣ とは直接日
本の支配下にある地域を指しているのに対して, ｢化外｣ とは大陸の諸
国家や列島周辺の種族社会のように直接日本の支配下にない地域を指し
ている｡ また, ｢辺｣ とは ｢化内｣ と ｢化外｣ との境界を指す概念であっ










() ブルース・バートン 『日本の境界』 (青木書店, 年), 	頁｡
() 同上, 頁を参照｡ なお, バートンは概念としての ｢辺｣ は現代で
いう ｢フロンティア｣ であったと指摘している｡
(出所) バートン, 前掲書, 頁｡
図２ 古代日本の政治的境界 (年頃)
なお, 古代においては, ｢国境機能 (国境を媒介とする人・物・情報














穢れた地域は, 日本国の境界を超えた ｢異域｣ であり, この ｢異域｣ に
は人間ではなく ｢鬼｣ が住み, あらゆる厄災を日本にもたらすと考えら
れていたのである｡ こうした境界概念も＜浄―穢＞を基準にした同心円
的世界観が９世紀から世紀にかけて成立したと言われる｡ つまり, 律
令期の ｢辺｣ 概念に代わって, 日本国の ｢四至 (しいし)｣ (境界) に関
する具体的な記述が初めて史料に現れる｡ なお, 頻繁に取り上げられる





くなる一方であった｡ 例えば, 北方では平安時代の安部氏, 清原氏, 藤
原氏, 鎌倉時代の ｢蝦夷管領｣ 津軽安藤氏, 室町時代の ｢日ノ本将軍｣





() 村井章介 『増補 中世日本の内と外』 (筑摩書房, 
年), 
頁を参照｡



















ヌ民族と日本人』 (朝日新聞社, 年), 頁)｡
() 御厨貴 ｢国土づくりの系譜｣ (森地茂編著 『国土の未来』 (日本経済新聞














であった｡ ｢異域の住民｣ を神仏のみが制し得る ｢鬼｣ とみなす傾向が





近世の世界観は, 一般的に ｢日本型華夷秩序｣ と呼ばれるものである
()
｡
江戸時代の ｢日本型華夷秩序｣ は, 朝鮮, 琉球, 中国, オランダ及びア
イヌ民族の領域である蝦夷地からなっていた｡ これらの中で朝鮮と琉球






江戸幕府は外部世界の接触を数少ない ｢点｣ に限定しようとした｡ い
日本の国境の変遷に関する一考察 (古川)()
社, 年) 所収), ６頁を参照｡
() ブルース・バートン, 前掲書, 頁｡
() 同上, 頁｡
() 荒野泰典は, 日本の幕藩制国家の場合は, ｢武蔵｣ と ｢万世一系｣ の天
皇を自己の他国・多民族に対する優越の根拠としている点で, 若干のため
らいがあるとしつつも, ｢日本型華夷秩序｣ という表現を使っている (荒
野泰典 『近世日本と東アジア』 (東京大学出版会, 		年) ４頁)｡
() ブルース・バートン, 前掲書, 頁｡
わゆる ｢四つの口｣ である｡ つまり, オランだと中国の接触は ｢長崎口｣,
朝鮮との接触は ｢対馬口｣, 琉球との接触は ｢薩摩口｣, そしてアイヌ民
族のとの接触は ｢松前口｣ を通じてそれぞれ行われた (図４
()
)｡









() 同上｡ なお, 中央集権が最も進んでいたのは ｢長崎口｣ で長崎奉行を通
じて幕府に直接統治されていた｡ 他の３つの ｢口｣ は当該地域の大名を介
して間接的に統治されていた｡
() 海保嶺夫は, 取決めがなされたのは翌年 () 説もあるとした上で,
これにより, 渡党エゾの松前半島西半分の居住域が認められたことは幕藩
体制期の和人地 (松前地) の原型の成立として重要であるとしている (海
保嶺夫 『エゾの歴史』 (講談社, 年), 		
頁を参照)｡
() ブルース・バートン, 前掲書, 		頁を参照｡

























｡ 一方, 小笠原群島 (
：聟島列島, 父




() 御厨, 前掲論文, ８頁｡
() 本論では, 日本の租界, 租借地, 行政権取得地, 軍事占領地, 軍政施行
地域, 保護国, 勢力範囲を除いて論じることにする｡
() 詳細は, 伊藤隆 [監修]・百瀬孝 『資料検証 日本の領土』 (河出書房新
社, 年), , 頁を参照｡ この他, 年７月の日米修好通
商条約の締結により, 開港場の箱 (函) 館, 新潟, 神奈川 (横浜), 兵庫
(神戸), 長崎のほか, 江戸, 大阪都計７カ所の居留地 (外国の領事裁判権
が認められ, いわば治外法権が成立している地域) が設定されることになっ
たが, 新潟, 函館は需要が大きくないことから特に居留地をつくることは








明治時代に入り, 沖縄に関しては, 年に琉球藩が設置され, 






和条約 (日清講和条約, 下関条約) で日本は清国より奉天省南部の地











和条約 (ポーツマス条約) で樺太南部の割譲を受け, 年４月に樺太
庁が設置された
()













西カロリン諸島 [現パラオ共和国], 東カロリン諸島 [現ミクロネシア連
日本の国境の変遷に関する一考察 (古川)()
(出所) 伊藤 [監修]・百瀬, 前掲書, 頁｡
図５ 年当時の日本
邦]) の委任統治を受任することになり, 年３月に南洋庁が設置さ
れた｡ その後, 年６月に沖ノ鳥島が東京府に, 年３月に新南群
島 (スプラトリー [南沙]諸島) が台湾 (高雄州) に編入された (図５
()
)｡







｡ また, 明治から昭和初期までの国土整備は, 四島 (北海道, 本








	年８月のソ連軍の侵攻により, 南樺太, 千島列島, 歯舞群島, 色
丹島が軍事占領され, 翌年２月にはロシア共和国ハバロフスク地方南サ
ハリン州として編入された｡ また, 	年９月の沖縄降伏文書調印によ












() 御厨, 前掲論文, ８９頁｡
() 同上, 頁｡
() 伊藤 [監修]・百瀬, 前掲書, 

頁を参照｡
表１ 連合軍最高司令部訓令 () 		号 (
年１月日) (抄)
３. この指令の目的で日本とは, 四主要島嶼 (北海道, 本州, 四国, 九州)
と, 対馬諸島, 北緯度以北の琉球 (南西) 諸島 (口之島を除く) を含
む約１千の隣接小島嶼を含むものと定義され, ()欝陵島, 竹島, 済州
島, ()北緯度以南の琉球 (南西) 列島 (口之島を含む), 伊豆, 南
方, 小笠原, 硫黄島, 大東島, 沖ノ鳥島, 南鳥島, 中ノ鳥島を含むその
他の遠距離太平洋全諸島, ()千島列島, 歯舞諸島 (水晶, 勇留, 秋勇




台湾, 澎湖列島, ()朝鮮及び, (
)樺太｡




[注] 伊豆諸島は, 第	号 (	年３月日) により日本に返
還された｡ また, 中ノ鳥島は存在しない島である｡
(出所) 伊藤 [監修]・百瀬, 前掲書, 頁｡
その後, 年９月に調印された日本国との平和条約 (対日平和条約,










(	) なお, 本条約発効の日 (年４月日) に, これに調印しなかった中
華民国とは日華平和条約を締結し, 台湾, 澎湖諸島, 新南諸島, 西沙諸島
に対するすべての権利, 権限および請求権を放棄することを定めた｡ その
他詳細は, 同上, 頁を参照されたい｡
(	) 孫崎享 『戦後史の正体 	』 (創元社, 年), 頁を参







表２ サンフランシスコ平和条約 (日本国との平和条約, 年９月８日
署名, 年４月日発効) (抄)
第２章 領域
第２条 (ａ) 日本国は, 朝鮮の独立を承認して, 済州島, 巨文島及び欝陵
島を含む朝鮮に対するすべての権利, 権原及び請求権を放棄する｡





第３条 日本国は, 北緯度以南の南西諸島 (琉球諸島及び大東諸島を含
む｡) 孀婦岩の南の南方諸島 (小笠原群島, 西之島及び火山列島を含む｡)
並びに沖の鳥島及び南鳥島を合衆国を唯一の施政権者とする信託統治制
度の下におくこととする国際連合に対する合衆国のいかなる提案にも同







｡ 一方, 	年１月には新たに ｢日本国とアメリカ合
衆国との間の相互協力及び安全保障条約 (日米安保条約)｣ が調印され,





() 伊藤 [監修]・百瀬, 前掲書, 	
頁を参照｡





























() 前泊博盛 [編著] 『日米地位協定入門』 (創元社, 	
年), 頁を








エルドリッヂ 『硫黄島と小笠原をめぐる日米関係』 (南方新社, 	年),
第４章以降を参照｡
() 伊藤 [監修]・百瀬, 前掲書, 		頁を参照｡

















｡ そして近世になると, 対馬では国境の機能が求められるが, 江戸幕







｡ しかしながら, 先述したように, これらの地域は, 国土防
中京法学巻４号 (
	年) ()
() 同上, 頁｡ なお, 全国総合開発計画の概要に関しては, 国土交通省国
土計画局 [監修] 『国土形成計画 (全国計画) の解説』 (時事通信社, 
		
年), 頁を参照されたい｡ また, 厳密に言えば, 北海道及び沖縄県に





(	) 永留久恵 『対馬国志 第二巻 中世・近世編 部門の興亡と対馬の交隣』











しかしながら現代 (第２次世界大戦後) になると, 日本の領土が縮小
したことにより, 統合された国境・境界地域が新たな国境国家により分
断されることになった｡ その後, 奄美, 小笠原, 沖縄が日本に返還され






｡ すなわち, 第２次世界大戦を経て, 日本の境
日本の国境の変遷に関する一考察 (古川)()
() 例えば, 対馬には年に陸軍警備隊と海軍防備隊 (竹藪) が配備され,
浅海湾を衛る要所に (大平, 芋崎, 大石, 温江) に砲台が築かれた (永留
久恵 『対馬国志 第三巻 近代・現代編 戦争と平和と国際交流』 ( ｢対馬国
志｣ 刊行委員会, 年), 	頁) が, 国境線の変更に伴い, 年に竹




中には, 	年に西表島 (竹富町) に陸軍船浮臨時要塞, 終戦直前に根室
半島にトーチカが設置された｡ この他, 福江島の航空基地として整備され
た富江水上飛行場 (	



























以上の結果が日本 (中央政府) の国境・境界地域に対する政策, いわ
ゆる国境・境界政策にも反映されていることであるとも考えられる｡ 例






陸に向かない｡ よって中国との国交回復は, 今は考えない｡｣ という言葉
をあげている (同上, 頁)｡
() バートン, 前掲書, 頁｡
() 同上, 頁を参照｡
が一つの戦略的目標になっていたにもかかわらず, 国境・境界地域は大

















() 詳細な考察は, 拙稿 ｢日本の国境隣接地域ブロック (北海道・九州北部・
沖縄県) における東アジアとの交流・連携に関する研究｣ (平成年度国
土政策関係研究支援事業研究成果報告書：	



) を参照されたい｡
